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八 STUDYOF TRADITION 
Yukio Ishiyama 
Abstract 
1 think that just as there is heredity as a principle of continuity in the world 
of a1 living things， so there is tradition as a principle of continuity concerning 
society and cu¥ture 
The word‘tradition' means， etymologically，‘handing over'; therefore， atleast 
‘deposit'，‘depositary' and ‘successor' must exist there 
The points of this research are as fo11ows: (a) these dynamic relations， (b) the 
tradition is huilt up by history and climate， (c) the role of tradition for culture 
and social life， 
The main feature of this treatise is that 1 take up勺limate'and emphasize it， 





































































































































































































































































































































































































































































































2)大学受験高 3:1ー ス(昭和421]三8月号，大学案内東北大学の部)， p. 111. 
3)北海道新聞(昭和41年7月 18日)
4) 向 上(昭和41年7月8日)
5) 和辻哲郎全集第十四巻， p. 297. 
6) 広辞苑， p. 1500. なお，ここでいう「統」は系統・血統・学統・法統・正統などとい
うように， IつづきあL、_¥Iつながり」を意味する。同時に「すベおさめること」から，
つらぬきとおす一筋のものが，伝統を流がれていると考えられる。
7) Encyclopaedia of Religion and Ethics， Vol. 12， p.411 
8)伝統 (Tradition)の三つの契機「引き渡されるものj，I引き渡す者JI~I ，手渡される者」
を， I伝えられるものJ(das Tradierte)-f実体」 と， I伝えるものJ(der Tradierende) 













9) Encyclopaeclia of Religion and Ethics， VoL 12， ]1， 41 L 





12) Hegel， Gruncllienien cler Philosophie des Rechts， S.18 
1:3) ここで人類の際史として念頭においているのは， カントの Rezensionenvon J. G 
Herders Ideen zur Philosophie der Geschichte c1er Menschheit， (1785) (へノレデ
ル者;人質-11どの哲学考の批評)， Mutmaslicher Anfang c1er Menschengeschichte， 
(1786 入賞rirJ.t.の臆訊iJ的起i()でいずれも， Kant Werke， Cassirer Bcl. 1V. 所収。
14) Hegel， Gruncllienien der Philosophie des Rechts， S. 423 
15) 和辻哲郎全集第八巻， p. 7. 
16) 同上， p. 16. 
17) ITJと， p司 12.
18) Kant Werke， Cassirer Bd. 1V. S. 151. (ldee ZlI einer allgemeinen Geschichte in 
weltburgerlicher Absichl， II:W公民的15、関における一般照史考)
19) キ1辻宇f(11全支第八巻， p. 14 
20) Martin Heicle問 er: Gelassenheit， S.1札
21) a. a. O. s. 18. 
22) a. a. O. s. 18. 
23) Pascal: Pens品目， Article V1 Les Philosophes 347，パスカノし全集第←三宅金， p. 21日
.t1;浪lilコ郎訳。
24) Marx Engels Werke 4. S. 467岨
25) Htl1裁判長，東J;i長大ワンタ アオー ゲノレ'1'1]決文(日目干;141年 6刀22日)
26) お波哲学小辞典， p. 262 
27) 同|ニ， p. 1034 
28) Vgl. tl稿「道徳の歴史十1とi也!杯史性J(伶開学年報第 j'IJLltH所JIX)
29) Vgl. tli稿「法と道徳 その関連性について J (室蘭工業大学研究報告第 4]:(会第 2，;) 
30) 新倫珂詐九 p.379. 
31) Karl Marx: Das Kapital Bcl. 1. S. 37 
32) 1人'1を語るj陶芸家十三代，酒井FJ1柿右衛門， r私はP[j人兄弟の長児に'tれ主 Lた。
つまり，生れた瞬間から，この伝統という荒荷を担うべ〈述命づけられていたわけで
す。小学校のころから原料の土こねをやら 3れました。やきものが好きとか，きらい
とか，そんなことは問題外です。一・・父はいわゆる職人気質で，伝統を後生大事に守
り，地去の柿右衛門さと忠実に再現「ることだけに一生をささげた男て一九万、:工『伝統
を守りつつも，現代に生きる陶工としての感覚ヤオリジブリティーも盛込bべきだ』
(137) 
:30G 石山敬雄
と主張，そんな父とtr向から対立したわけです。父のfiき方についても十分現解して
いたつもりの私が，そんな風に反抗したのは，世のi込速にとり残されそうな不安や，
伝統というものに，がんじがらめにされて，自分というものを主張できぬ不満が心の
底にわだかまっていたからでしょうか。私11自分なりの図案やデサーインで伝統への反
逆を試みました。父l土彩、の作ったもの一切を無視しつづけました。宏、の行き方を一応
黙認したのはi1rl和三十八年，八十六歳で亡くなったときだったといってよいでしょ
うJ(朝日新聞，昭和 43年4月28日)
(昭和 43年4月30日受理)
(138) 
